
新
春
の
ご
挨
拶

森
　
沢
　
雄
　
治

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

魅
力
あ
る
明

る
い

地
域
社
会
の
実
現
を

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
議
員
一
同

決
意
を
新
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お
よ
ろ

こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

三
隅
町
議
会
議
長

岡
　
本
　
長
　
一

昭
和
五
十
二
年
は
、
経
済
、
社
会
、
文

化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
部
面
に
お
い
て

一
つ
の
転
換
期
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

地
方
自
治
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
吾
々
議
会
議
員
は
、

以
前
に
ま
し
て
時
代
の
変
化
に
即
応
し

此
の
要
請
に
十
分
こ
た
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
高
度
生
産
、
基
盤
の
整
備

事
業
、
そ
の
他
重
要
施
策
が
山
積

し
て
居
り
ま
す
明

心
く
、

そ

し
て
住
み
良
い
連
帯

社

会

実
現
の
た
め
、
議
員
と
し
て

の
あ
ら
ゆ
る
研
鑚
を
重
ね
て
居
り

ま
す
が
、
更
に
ご
認
識
を
頂
く
た

め
議
会
会
報
の
発
刊
、
或
は

婦
人
会
と
の
政
務
懇
談

会
の
実
施
な
ど
、
大
変
好
評
を

頂
い
て
居
り
ま
す
。

73 名が成人式

一
月
十
五
日
は
成

人
の
日
で
す
。
こ
の

日
に
町
で
は
、
め
で

た
く
成
人
を
迎
え
ら

れ
る
青
年
の
成
人
式

を
行
い
ま
す
。
男
子

四
十
三
名
、
女
子
三

十
名
で
す

成
人
者
の
名
前
は
次
の
と
お
り
。

（
滝
坂
）
柳
谷
幸
恵
、
（
一
の
瀬
）
高

村
守
、
（
宗
頭
）
中
山
啓
一
、
平
田
義

治
、
久
村
宏
和
、
村
田
茂
、
田
原
良
江

原
川
里
美
、
宗
本
美
由
紀
、
椋
木
久
美

子
、
田
村
淳
子
、
山
田
松
江
、
（
兎
渡

谷
）
谷
村
昇
、
森
清
邦
子
、
森
清
均
、

（
麓
）
岩
本
洋
子
、
藤
本
桂
子
、
（
上

中
小
野
）
松
崎
成
美
。
小
田
真
奈
美
、

篠
原
幹
子
、
田
辺
泰
子
、
田
辺
治
人
、

（
下
中
小
野
）
松
崎
裕
、
吉
田
知
嗣
、

（
大
竹
）
竹
本
充
子
、
（
正
楽
寺
）
刀

祢
幸
夫
、
（
生
島
）
大
野
幹
男
、
国
貞

此
の
様
に
政
治
を
皆
様
の
身
近

な
も
の
と
し
て
、
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
居
り
ま
す
の
で
、
更
に
本
年
は

広
く
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
会
合
の
実
現
を

期
待
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
従
っ
て
、

団
体
及
び
任
意
の
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず

進
ん
で
計
画
立
案
下
さ
い
ま
す
様
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
会
に
対
し
温
い
御
理

解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
切
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
と
同
時
に
、
本
年
も
町
民
の

皆
様
の
御
多
幸
を
、
お
祈
り
致
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
っ
と
致
し
ま
す

山
口
県
卸
売
業

小
売
業
最
低
賃
金

俊
雄
、
田
村
一
郎
、
（
津
雲
）
石
川
啓

二
、
下
瀬
哲
夫
、
（
市
）
和
田
弘
之
、

山
本
美
恵
子
、
（
土
手
）
坂
本
哲
宏
。

（
中
村
）
熊
野
洋
子
、
辻
野
憲
治
、
岡

村
真
吾
、
（
豊
原
）
伊
藤
善
二
、
白
藤

信
明
、
水
津
俊
彦
、
西
村
さ
え
子
、
山

徳
英
治
　
（
二
条
窪
‘
坂
本
和
義
、
田

原
文
明
、
槌
田
満
子
、
堀
健
治
、
前
田

繁
雄
、
（
向
山
）
辻
野
博
文
、
中
村
昭

夫
、
田
村
孝
志
、
野
村
美
津
子
、
（
野

波
瀬
）
岩
本
勉
、
内
田
節
朗
、
岡
崎
明

美
、
角
村
誠
、
佐
伯
久
美
子
、
白
井
克

好
、
綿
野
美
雪
、
綿
野
節
男
、
（
小
島

）
池
永
進
、
沖
村
幸
子
、
小
野
明
美
、

小
西
靖
子
、
森
孝
彰
、
森
野
一
昌
、
（

浅
田
）
奥
野
博
子
、
河
原
郁
子
、
佐
々

木
芳
子
、
矢
野
仁
美
、
岩
本
周
子
、
（

沢
江
）
永
岡
寿
美
男
、
山
崎
唯
史
、
小

野
裕
嗣

一
、
適
用
す
る
地
域

山
口
県
の
区
域

二
、
適
用
す
る
使
用
者

山
口
県
の
区
域
内
で
卸
売
業
又
は

小
売
業
を
営
む
使
用
者

三
、
適
用
す
る
労
働
者

前
項
の
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
労

働
者
で
あ
っ
て
卸
売
業
又
は
小
売

業
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
も
の

四
、
前
項
の
労
働
者
に
係
る
最
低
賃
金

額一
日
　
二
三
一
〇
円

日
雇
　
一
時
間
　
二
八
九
円

五
、
最
低
賃
金
に
お
い
て
賃
へぺ
に
算
入

し
な
い
も
の

精
皆
勤
手
当
　
通
勤
手
当
、
家
族

手
当

六
、
効
力
発
生
の
日

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日

（
山
口
労
働
基
準
局
）

滝
坂
神
楽
舞
か
山
口
県

指
定
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
る

十
一
月
二
十
四
口
付
で
町
指
定
の
滝

坂
神
楽
舞
が
念
願
か
な
っ
て
県
指
定
に

な
り
ま
し
た
。

一
月
と
二
月
二
十
日
に
発
表
会
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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